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暦
の
上
で
は
も
う
９
月
。
夏
の
暑

さ
が
や
わ
ら
い
で
過
ご
し
や
す
い
季

節
に
な
る
ど
こ
ろ
か
、
日
中
は
30
度

を
超
す
猛
暑
日
が
続
く
▼
こ
こ
数
年

異
常
気
象
に
よ
る
自
然
災
害
の
事
例

は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。
洪
水・

豪
雪・竜
巻・落
雷
な
ど
。
と
り
わ
け

最
近
の
集
中
豪
雨（
ゲ
リ
ラ
豪
雨
）は

半
端
で
は
な
い
。
直
近
で
は
落
雷
に

よ
る
被
害
な
ど
、
自
然
の
猛
威
に
怯

え
て
し
ま
う
▼
日
頃
恐
れ
て
い
る
も

の
を
順
に
並
べ
た「
地
震・雷・火
事・

親
父（
お
や
じ
）」と
い
う
言
葉
が
あ

る
。
災
害
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
親
父
が

恐
れ
ら
れ
た
の
は
、
そ
の
昔
、
年
長

の
男
性
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
る
家
父

長
制
の
も
と
で
の
こ
と
だ
そ
う
だ
。

そ
の
一
方
で「
親
父
」は「
大
山
嵐（
お

お
や
ま
じ
）」と
い
う
言
葉
が
変
化
し

た
と
い
う
説
も
あ
る
ら
し
い
。「
大
山

嵐
」と
は
台
風
を
意
味
す
る
言
葉
で

あ
り
、
俗
説
に
す
ぎ
な
い
と
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
こ
れ
だ
け
異
常
気
象

が
叫
ば
れ
る
現
在
、
そ
の
説
も
ま
ん

ざ
ら
で
は
な
い
と
思
え
て
く
る
▼
こ

れ
か
ら
台
風
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
る
。

運
動
会
・
文
化
祭
、
農
作
物
の
収
穫

な
ど
を
控
え
る
時
節
が
ら
、
日
頃
の

災
害
へ
の
備
え
が
重
要
で
あ
る
。
自

然
災
害
の
み
な
ら
ず
、
何
か
と
不
安

の
絶
え
な
い
今
日
。
連
合
が
求
め
る

「
働
く
こ
と
を
軸
と
す
る
安
心
社
会
」

を
社
会
全
体
で
共
有
し
、

安
心・安
全
に
暮
ら

せ
る
社
会
の
実
現

に
向
け
て
全
力

を
つ
く
し
た
い

も
の
だ
。（
雷
電
）

経済産業副大臣に  
スピーディーの情報  
公開を求めて要請  
（2011.12.6）

6月定例議会（2012.6.20）6月定例議会（2012.6.20）6月定例議会（2012.6.20）（右から2番目が伊藤議員）（右から2番目が伊藤議員）（右から2番目が伊藤議員）

女性も男性も生きやすい
　　　  社会づくりをめざして
女性も男性も生きやすい
　　　  社会づくりをめざして
女性も男性も生きやすい
　　　  社会づくりをめざして
　　連合鳥取は、8月11日（土）中部教育会館で75人（女性22人・男性53人）連合鳥取は、8月11日（土）中部教育会館で75人（女性22人・男性53人）
の参加により「第９回男女平等参画学習会」を開催し、「女性にとってはの参加により「第９回男女平等参画学習会」を開催し、「女性にとっては
もちろん、男性にとっても生きやすい社会をつくるための取り組み」やもちろん、男性にとっても生きやすい社会をつくるための取り組み」や
「男女平等参画社会に向けて労働組合が考えなければならないこと」に「男女平等参画社会に向けて労働組合が考えなければならないこと」に
ついて学習を深めました。ついて学習を深めました。

　連合鳥取は、8月11日（土）中部教育会館で75人（女性22人・男性53人）
の参加により「第９回男女平等参画学習会」を開催し、「女性にとっては
もちろん、男性にとっても生きやすい社会をつくるための取り組み」や
「男女平等参画社会に向けて労働組合が考えなければならないこと」に
ついて学習を深めました。

　

主
催
者
を
代
表
し
て
五
十
嵐
会

長
が
「
連
合
鳥
取
発
足
か
ら
今
日

ま
で
、
男
女
平
等
参
画
社
会
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
る
が
前
進
し

て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
雇
用
労

働
者
中
、
女
性
は　

％
の
割
合
で

約
半
数
を
占
め
て
い
る
。
ま
た
、

非
正
規
労
働
で
働
く
女
性
も
増
え

続
け
て
い
る
が
、
男
女
格
差
が
あ

る
環
境
は
整
備
さ
れ
て
い
な
い
。

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
、

男
女
平
等
参
画
社
会
の
中
で
『
と

も
に
生
活
で
き
る
環
境
づ
く
り
』

が
急
が
れ
る
。
職
場
、
家
庭
、
地

域
の
中
で
実
現
で
き
る
よ
う
、
今

日
の
学
習
会
で
深
め
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
実
践
女
子
大
学
人
間

社
会
学
部
教
授
で
内
閣
府
男
女
共

同
参
画
会
議
議
員
で
も
あ
る
鹿
嶋 

敬
さ
ん
よ
り
、
「
男
女
平
等
参
画

社
会
に
向
け
て
〜
課
題
と
労
働
組
合

と
し
て
果
た
す
べ
き
役
割
〜
」
と

題
し
て
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

「
男
女
平
等
参
画
社
会
」
に
向

け
て
推
進
す
る
に
は
「
男
が
稼
い

で
、
女
性
が
家
庭
を
守
る
」
と
い

う
概
念
を
払
拭
す
る
こ
と
が
キ
ー

ワ
ー
ド
で
あ
る
こ
と
や
、
国
や
連

合
が
示
す
「
第
３
次
男
女
平
等

（
国
は
共
同
）
参
画
基
本
計
画
」

で
め
ざ
す
、
①
固
定
的
性
別
役
割

分
担
意
識
を
な
く
し
た
男
女
平
等

社
会
、
②
男
女
の
人
権
が
尊
重
さ

れ
威
厳
を
持
っ
て
個
人
が
生
き
る

こ
と
が
で
き
る
社
会
、
③
男
女
が

個
性
と
能
力
を
発
揮
す
る
こ
と
に

よ
る
多
様
性
（
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
と
ん
だ
活
力
あ
る
社
会
、
④
男

女
共
同
参
画
に
関
し
て
国
際
的
な

評
価
を
得
ら
れ
る
社
会
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

あ
わ
せ
て
、
男
女
共
同
参
画
の

基
礎
知
識
と
し
て
「
出
産
に
お
け

る
女
子
の
役
割
が
差
別
の
根
拠
と

な
る
べ
き
で
は
な
く
、
子
の
養
育

に
は
男
女
及
び
社
会
全
体
が
と
も

に
責
任
を
負
う
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
社
会
や
家
庭
で
の
男
子
の

伝
統
的
役
割
を
女
子
の
役
割
と

と
も
に
変
更
す
る
こ
と
が
男
女
の

完
全
な
平
等
の
達
成
に
必
要
で

あ
る
」
と
、
女
子
差
別
撤
廃
条
約

（
１
９
８
５
年
批
准
）
に
も
触
れ

な
が
ら
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
、
労
働
組
合
も
男
性

優
位
の
「
男
性
型
労
働
組
合
」
か

ら
の
脱
却
を
考
え
、
男
女
平
等
参

画
の
実
現
に
向
け
、
社
会
的
メ
ッ

セ
ー
ジ
・
ア
ピ
ー
ル
を
発
信
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の

た
め
に
は
、
指
導
的
地
位
の
女
性

を
増
や
す
と
と
も
に
、
男
性
（
特

に
男
性
労
組
役
員
）
の
意
識
改
革

や
、
組
合
活
動
へ
女
性
の
積
極
参

画
を
促
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と

指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
意
見
交
換
を
行
い
、

最
後
に
、
前
田
男
女
平
等
局
長
が

「
連
合
鳥
取
第
２
次
男
女
平
等
推

進
計
画
の
最
終
年
度
の
取
り
組
み

評
価
を
分
析
す
る
と
と
も
に
、
現

在
と
り
ま
と
め
て
い
る
男
女
平
等

参
画
実
態
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、

今
後
の
取
り
組
み
に
活
か
し
て

い
き
た
い
」
と
ま
と
め
ま
し
た
。

◇日立フェライト電子労働組合◇

2011年メーデー大会に参加（中央）

　日立フェライト電子労働組合は、2011年には結成から10周年を迎える事
ができました。
　この間、連合鳥取をはじめ、たくさんの組合関係者のみなさまにご援助
を賜り、おかげ様で私たちの組織の組合員には運動への理解が年々深まっ
てきていると感謝いたしております。
　所属会社の関係で、軸足は日立金属グループ労働組合連合会（HMG）に
あり、様々な活動を行っております。私たちの活動では、様々な労組の組合
員の方と意見交換、レクリエーションを行い交流を深める青年女性交流会
を行っております。また、刻 と々変化する世界経済に大きく影響を受けてい
る海外拠点工場の実情を把握し、労使共有認識をもって経営課題に対応していく事を重要な取り組みと位置づけており、労働
事情調査として海外拠点工場の視察を行っております。
　当労組単体でも工場周辺の清掃ボランティア活動も積極的に取り組んでおり、組合員の方だけではなく、ご家族の方にも参加
して頂いております。景気が良くない中ですが、我々労働組合が労働者の皆さんと共に様々な活動をとおして元気を出していた
だけるように、今後も活動してまいりたいと思います。

鳥取県議会議員伊 藤 　 保 鳥取県議会議員坂野経三郎
　多大なるご支援を賜り、議会に送っていただいてから5回
の定例県議会を経験しました。
 「県民の生命と財産を守る」ことを最大の目標に、10回の
県外視察も経験し、毎議会、本会議の一般質問に立ち、
知事に論戦を挑み、県政発展のために尽力してまいりました。
　また選挙では、若い感覚による議会改革、そして年間約
1100万円の報酬と300万円の政務調査費のあり方を見直
し、先ずは、政務調査費の返納をお約束しました。「約束
したことを守ることは、政治家のみならず人間として常識
である」との信念から、自らの財布から議会活動費を捻出
し、正直申し上げると苦しいながらも政務調査費300万円
は全額返納しました。県政史上初であり、様々なご意見が
ありましたが、「政治家自らが身を切る」選挙公約を実現
でき、安堵しています。また、各議員の各議案に対する賛否
をインターネットで公
開する、という一見
あたりまえの議会改
革も前進しました。
　今後も引き続き
励んでまいりますの
で引き続きのご指導
ご支援、何卒宜しく
お願い申し上げます。

　今日は、民主党鳥取県連の幹事長として県連の活動に
ついて報告します。
　県議団での常任幹事会は随時開催ですが、市町村議員
を交えた拡大幹事会を月一開催し、国政も含めた情報を
共有しています。
　政権与党としての一番の仕事は、何といっても国政に地
方の声を届けることで、昨年一年間で、87団体から439項
目もの要望を政府に届け、民主党政権では、随時、要望の
回答もお返ししています。
　煩雑な事務ですが、すべて県連が窓口で対応していま
す。湯原、川上両国会議員にはそのサポートをお願いし、
交付税や道路整備など大きな成果を上げています。
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れ　  ん　  ご　  う　  鳥　  取（２） No.9 ２０１２ 年 ９ 月 １ 日

希望と安心の社会づくりをめざして

平和フォト特集
平和行動 in 沖縄 平和行動 in 広島 平和行動 in 長崎

　8月10日（金）、連合鳥取は鳥取県庁において31項目にわたる「2013年度
政策・制度要求書」を平井鳥取県知事に手渡しました。
　9月10日（月）～11日（火）には、それぞれの項目について担当部局と交渉
を行い、協議することとなっています。

れ　  ん　  ご　  う　  鳥　  取２０１２ 年 ９ 月 １ 日 No.9 （３）

平井県知事に要求書を手渡す五十嵐会長（右）平井県知事に要求書を手渡す五十嵐会長（右）平井県知事に要求書を手渡す五十嵐会長（右）

野坂米子市長への要請行動（2012.8.27）野坂米子市長への要請行動（2012.8.27）野坂米子市長への要請行動（2012.8.27）

「2013年度連合鳥取政策・
　　　  制度要求書」を知事へ提出

公契約の下で働く労働者の
　　　  公正な労働条件確保をめざして

※詳しくはこちらをチェック
ＨＰアドレス　http://www.jtuc-rengo.or.jp/roudou/chusho/kou_keiyaku　　連合　公契約　で検索

要請事項（要旨）
１．公契約条例の制定
２．公契約条例に次の事項を盛り込むこと
※受注者（契約先）にむけて
　　①労働関係法等の法令順守
　　②労働者への適正賃金の支払い
　　③労働者の労働環境整備
※発注者（地方自治体等）にむけて
　　①労働者の労働環境の整備
　　②契約時における下記評価項目の設定
　　　・男女平等参画の取り組み ・高齢者の就労促進
　　　・障がい者の就労促進 ・子育て支援の促進
　　③作業報酬下限額の設定
　　④公労使による作業報酬下限額の決定審議会の実施
　　⑤労働者の雇用継続についての努力義務の設定

　連合は、「法定最低賃金の引き上げ」、「不公正取引の是正」とともに、
「公契約における適正な条件の確立」を重要な取り組みとして位置づけ、
国における公契約基本法、地方自治体における公契約条例の制定に取り
組んでいます。
　「公共サービスの質の確保」「地域における適正な賃金水準の確保」
「地域経済の活性化」を進めていくため、
連合鳥取は、8月17日（金）から9月末にかけ
て鳥取県内全19市町村長に対し要請行動を
実施しています。

公契約条例とは？

公契約とは？

連合鳥取2012春季生活闘争  要求・回答・妥結状況 （2012.7.31現在 最終）
■ 2012春季生活闘争特集 ■

○調査対象　１３９組合　　○登録組合　１１７組合
○要求提出組合　　　８５組合 ⇒ 平均賃上げ方式　７９組合、個別賃金方式　５組合、人勧準拠　１組合
○回答・妥結組合　　７７組合 ⇒ 平均賃上げ方式　７２組合、個別賃金方式　５組合
○要求未提出、賃金カーブ維持分を確認　１７組合

○平均賃上げ方式（ベアのみ登録組合）

■一時金（業績連動式） ＝ ２組合（年間分　２組合、半期分　０組合）

賃　金

○要求提出組合　　　年間　４９組合、夏季　１１組合
○回答・妥結組合　　年間　４４組合、夏季　１０組合

○要求提出　４組合　　水準目標をクリアしていないが要求せず ７組合
○回答・妥結　水準目標をクリアした １組合　　現状維持 １組合

一時金

地域ミニマム賃金

○要求提出　１０２組合　　要求せず労使協議 ０組合　　何もしていない １４組合　　人勧準拠 １組合連合鳥取重点取り組み課題

組合員のみ組合員のみ （5）
（1）

（12）
パート等含む全従業員※対象者　パート等含む全従業員 （2）

○協定化した○取り組む協定化 6組合14組合
組合員のみ組合員のみ （5）

（0）
（12）

パート等含む全従業員※対象者　パート等含む全従業員
水準引き上げ

（8）
○水準引上げた○取り組む

企業内最低賃金
5組合21組合

○その他の改善○その他の取り組み 5組合
○賃金引き上げた○処遇改善

非正規労働者への取り組み
11組合28組合

回 答 ・ 妥 結取り組みレベル取り組み項目 組合数組合数

○取り組む組合員化 1組合
○取り組む制度導入 16組合 ○春闘とは別途、継続協議

○制度導入65歳まで雇用確保
1組合
1組合

○取り組む時間外割増率引上げ 15組合
○所定労働時間短縮
○付与日数増日

○取り組む所定労働時間短縮 7組合
1組合

11組合
○取り組む年休付与日数増

11 0.4090,13699人以下

単
純
平
均

夏　
　

季

単
純
平
均

年　
　

間

299～100人
300人以上
従業員 計

計

99人以下
299～100人
300人以上
従業員

一　時　金
回　答　・　妥　結

集計組合数集計組合数 月　数金額（円）

1 1.00225,342
54 1.45293,0754 2.15567,139
24 1.43383,3143 1.85600,000
89 1.31310,6338 1.97536,737
76 3.55527,9868 4.40732,571
125 4.09751,9785 4.80777,104
109 4.341,038,4007 4.591,268,083
2920 4.04813,670

組合数
要　　　求

金額（円） 組合数
回答・妥結

金額（円）
4 1,226 3 75

20 4.62931,133

要　　　　　　求

集計組合数

1
6
1
8
8
12
17
37

集計組合数月　数金額（円）

平均賃上げ方式
（体系維持相当＋賃金改善）

4組合
○取り組む年休の取得促進 17組合
○取り組む時間外労働削減 13組合

総実労働時間短縮
回 答 ・ 妥 結取り組みレベル取り組み項目 組合数組合数

99人以下

単
純
平
均

回
答
・
妥
結

単
純
平
均

要　
　

求

299～100人
300人以上
従業員 計

計

99人以下
299～100人
300人以上

平均賃上げ方式

組　合　平　均

従業員

619 1.1224 1,987

集計組合数集計組合数
率（％）組合数 金額（円）

913 1.6017 3,005
1725 1.7127 3,819
3257 1.5768 3,023
1122 2.4929 5,048
1215 2.4719 5,448
1623 2.7927 6,390
3960 2.6175 5,662

ピースセミナーピースセミナーピースセミナー読谷村チビチリガマ読谷村チビチリガマ読谷村チビチリガマ

（2012.6.23-24／7人参加） （2012.8.4-5／21人参加） （2012.8.7-8／5人参加）

青年委員会
列島クリーンキャンペーン
9月23日（日） 受付／9：45～ 開会／10：15～

リファーレンいなば（鳥取市）

連合鳥取
2012労組リーダーセミナー
10月6日（土） 13：00～16：00

倉吉未来中心・セミナールーム１

●ごみ処理のビデオ視聴
  ＆リファーレンいなばの施設説明

●労働法制と労働組合の
  かかわりについて
●労働基準法の基本と日常触れること
  の多いワークルールの法理解
●働く仲間に関係する重要な労働
  法制について
◆講師　公益財団法人
　富士社会教育センターより

□ 視聴＆説明

●紙すき体験学習
  （紙パックで作るハガキ作り）

□ 体 験

□ 講 演

ディーセント・ワーク
世界行動デー2012

10月17日（水） 

県内3ヶ所で予定

●すべての人にディーセント・ワーク
  （働きがいのある人間らしい仕事）
  が保障される社会基盤整備の
  必要性を訴える街頭アピールを
  行います。

□ 街頭アピール

日　時

場　所

内　容

国や地方自治体の事業（工事、サービス・
物の調達etc.）を民間企業などに委託す
る際に結ぶ契約

受発注者の責任や公契約の下で働く人
の適正な賃金水準、労働条件の確保を盛
り込んだ条例



れ　  ん　  ご　  う　  鳥　  取（２） No.9 ２０１２ 年 ９ 月 １ 日

希望と安心の社会づくりをめざして

平和フォト特集
平和行動 in 沖縄 平和行動 in 広島 平和行動 in 長崎

　8月10日（金）、連合鳥取は鳥取県庁において31項目にわたる「2013年度
政策・制度要求書」を平井鳥取県知事に手渡しました。
　9月10日（月）～11日（火）には、それぞれの項目について担当部局と交渉
を行い、協議することとなっています。

れ　  ん　  ご　  う　  鳥　  取２０１２ 年 ９ 月 １ 日 No.9 （３）

平井県知事に要求書を手渡す五十嵐会長（右）平井県知事に要求書を手渡す五十嵐会長（右）平井県知事に要求書を手渡す五十嵐会長（右）

野坂米子市長への要請行動（2012.8.27）野坂米子市長への要請行動（2012.8.27）野坂米子市長への要請行動（2012.8.27）

「2013年度連合鳥取政策・
　　　  制度要求書」を知事へ提出

公契約の下で働く労働者の
　　　  公正な労働条件確保をめざして

※詳しくはこちらをチェック
ＨＰアドレス　http://www.jtuc-rengo.or.jp/roudou/chusho/kou_keiyaku　　連合　公契約　で検索

要請事項（要旨）
１．公契約条例の制定
２．公契約条例に次の事項を盛り込むこと
※受注者（契約先）にむけて
　　①労働関係法等の法令順守
　　②労働者への適正賃金の支払い
　　③労働者の労働環境整備
※発注者（地方自治体等）にむけて
　　①労働者の労働環境の整備
　　②契約時における下記評価項目の設定
　　　・男女平等参画の取り組み ・高齢者の就労促進
　　　・障がい者の就労促進 ・子育て支援の促進
　　③作業報酬下限額の設定
　　④公労使による作業報酬下限額の決定審議会の実施
　　⑤労働者の雇用継続についての努力義務の設定

　連合は、「法定最低賃金の引き上げ」、「不公正取引の是正」とともに、
「公契約における適正な条件の確立」を重要な取り組みとして位置づけ、
国における公契約基本法、地方自治体における公契約条例の制定に取り
組んでいます。
　「公共サービスの質の確保」「地域における適正な賃金水準の確保」
「地域経済の活性化」を進めていくため、
連合鳥取は、8月17日（金）から9月末にかけ
て鳥取県内全19市町村長に対し要請行動を
実施しています。

公契約条例とは？

公契約とは？

連合鳥取2012春季生活闘争  要求・回答・妥結状況 （2012.7.31現在 最終）
■ 2012春季生活闘争特集 ■

○調査対象　１３９組合　　○登録組合　１１７組合
○要求提出組合　　　８５組合 ⇒ 平均賃上げ方式　７９組合、個別賃金方式　５組合、人勧準拠　１組合
○回答・妥結組合　　７７組合 ⇒ 平均賃上げ方式　７２組合、個別賃金方式　５組合
○要求未提出、賃金カーブ維持分を確認　１７組合

○平均賃上げ方式（ベアのみ登録組合）

■一時金（業績連動式） ＝ ２組合（年間分　２組合、半期分　０組合）

賃　金

○要求提出組合　　　年間　４９組合、夏季　１１組合
○回答・妥結組合　　年間　４４組合、夏季　１０組合

○要求提出　４組合　　水準目標をクリアしていないが要求せず ７組合
○回答・妥結　水準目標をクリアした １組合　　現状維持 １組合

一時金

地域ミニマム賃金

○要求提出　１０２組合　　要求せず労使協議 ０組合　　何もしていない １４組合　　人勧準拠 １組合連合鳥取重点取り組み課題

組合員のみ組合員のみ （5）
（1）

（12）
パート等含む全従業員※対象者　パート等含む全従業員 （2）

○協定化した○取り組む協定化 6組合14組合
組合員のみ組合員のみ （5）

（0）
（12）

パート等含む全従業員※対象者　パート等含む全従業員
水準引き上げ

（8）
○水準引上げた○取り組む

企業内最低賃金
5組合21組合

○その他の改善○その他の取り組み 5組合
○賃金引き上げた○処遇改善

非正規労働者への取り組み
11組合28組合

回 答 ・ 妥 結取り組みレベル取り組み項目 組合数組合数

○取り組む組合員化 1組合
○取り組む制度導入 16組合 ○春闘とは別途、継続協議

○制度導入65歳まで雇用確保
1組合
1組合

○取り組む時間外割増率引上げ 15組合
○所定労働時間短縮
○付与日数増日

○取り組む所定労働時間短縮 7組合
1組合

11組合
○取り組む年休付与日数増

11 0.4090,13699人以下

単
純
平
均

夏　
　

季

単
純
平
均

年　
　

間

299～100人
300人以上
従業員 計

計

99人以下
299～100人
300人以上
従業員

一　時　金
回　答　・　妥　結

集計組合数集計組合数 月　数金額（円）

1 1.00225,342
54 1.45293,0754 2.15567,139
24 1.43383,3143 1.85600,000
89 1.31310,6338 1.97536,737
76 3.55527,9868 4.40732,571
125 4.09751,9785 4.80777,104
109 4.341,038,4007 4.591,268,083
2920 4.04813,670

組合数
要　　　求

金額（円） 組合数
回答・妥結

金額（円）
4 1,226 3 75

20 4.62931,133

要　　　　　　求

集計組合数

1
6
1
8
8
12
17
37

集計組合数月　数金額（円）

平均賃上げ方式
（体系維持相当＋賃金改善）

4組合
○取り組む年休の取得促進 17組合
○取り組む時間外労働削減 13組合

総実労働時間短縮
回 答 ・ 妥 結取り組みレベル取り組み項目 組合数組合数

99人以下

単
純
平
均

回
答
・
妥
結

単
純
平
均

要　
　

求

299～100人
300人以上
従業員 計

計

99人以下
299～100人
300人以上

平均賃上げ方式

組　合　平　均

従業員

619 1.1224 1,987

集計組合数集計組合数
率（％）組合数 金額（円）

913 1.6017 3,005
1725 1.7127 3,819
3257 1.5768 3,023
1122 2.4929 5,048
1215 2.4719 5,448
1623 2.7927 6,390
3960 2.6175 5,662

ピースセミナーピースセミナーピースセミナー読谷村チビチリガマ読谷村チビチリガマ読谷村チビチリガマ

（2012.6.23-24／7人参加） （2012.8.4-5／21人参加） （2012.8.7-8／5人参加）

青年委員会
列島クリーンキャンペーン
9月23日（日） 受付／9：45～ 開会／10：15～

リファーレンいなば（鳥取市）

連合鳥取
2012労組リーダーセミナー
10月6日（土） 13：00～16：00

倉吉未来中心・セミナールーム１

●ごみ処理のビデオ視聴
  ＆リファーレンいなばの施設説明

●労働法制と労働組合の
  かかわりについて
●労働基準法の基本と日常触れること
  の多いワークルールの法理解
●働く仲間に関係する重要な労働
  法制について
◆講師　公益財団法人
　富士社会教育センターより

□ 視聴＆説明

●紙すき体験学習
  （紙パックで作るハガキ作り）

□ 体 験

□ 講 演

ディーセント・ワーク
世界行動デー2012

10月17日（水） 

県内3ヶ所で予定

●すべての人にディーセント・ワーク
  （働きがいのある人間らしい仕事）
  が保障される社会基盤整備の
  必要性を訴える街頭アピールを
  行います。

□ 街頭アピール

日　時

場　所

内　容

国や地方自治体の事業（工事、サービス・
物の調達etc.）を民間企業などに委託す
る際に結ぶ契約

受発注者の責任や公契約の下で働く人
の適正な賃金水準、労働条件の確保を盛
り込んだ条例
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No.9
れ　  ん　  ご　  う　  鳥　  取（４） No.9 ２０１２ 年 ９ 月 １ 日

　

暦
の
上
で
は
も
う
９
月
。
夏
の
暑

さ
が
や
わ
ら
い
で
過
ご
し
や
す
い
季

節
に
な
る
ど
こ
ろ
か
、
日
中
は
30
度

を
超
す
猛
暑
日
が
続
く
▼
こ
こ
数
年

異
常
気
象
に
よ
る
自
然
災
害
の
事
例

は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。
洪
水・

豪
雪・竜
巻・落
雷
な
ど
。
と
り
わ
け

最
近
の
集
中
豪
雨（
ゲ
リ
ラ
豪
雨
）は

半
端
で
は
な
い
。
直
近
で
は
落
雷
に

よ
る
被
害
な
ど
、
自
然
の
猛
威
に
怯

え
て
し
ま
う
▼
日
頃
恐
れ
て
い
る
も

の
を
順
に
並
べ
た「
地
震・雷・火
事・

親
父（
お
や
じ
）」と
い
う
言
葉
が
あ

る
。
災
害
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
親
父
が

恐
れ
ら
れ
た
の
は
、
そ
の
昔
、
年
長

の
男
性
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
る
家
父

長
制
の
も
と
で
の
こ
と
だ
そ
う
だ
。

そ
の
一
方
で「
親
父
」は「
大
山
嵐（
お

お
や
ま
じ
）」と
い
う
言
葉
が
変
化
し

た
と
い
う
説
も
あ
る
ら
し
い
。「
大
山

嵐
」と
は
台
風
を
意
味
す
る
言
葉
で

あ
り
、
俗
説
に
す
ぎ
な
い
と
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
こ
れ
だ
け
異
常
気
象

が
叫
ば
れ
る
現
在
、
そ
の
説
も
ま
ん

ざ
ら
で
は
な
い
と
思
え
て
く
る
▼
こ

れ
か
ら
台
風
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
る
。

運
動
会
・
文
化
祭
、
農
作
物
の
収
穫

な
ど
を
控
え
る
時
節
が
ら
、
日
頃
の

災
害
へ
の
備
え
が
重
要
で
あ
る
。
自

然
災
害
の
み
な
ら
ず
、
何
か
と
不
安

の
絶
え
な
い
今
日
。
連
合
が
求
め
る

「
働
く
こ
と
を
軸
と
す
る
安
心
社
会
」

を
社
会
全
体
で
共
有
し
、

安
心・安
全
に
暮
ら

せ
る
社
会
の
実
現

に
向
け
て
全
力

を
つ
く
し
た
い

も
の
だ
。（
雷
電
）

経済産業副大臣に  
スピーディーの情報  
公開を求めて要請  
（2011.12.6）

6月定例議会（2012.6.20）6月定例議会（2012.6.20）6月定例議会（2012.6.20）（右から2番目が伊藤議員）（右から2番目が伊藤議員）（右から2番目が伊藤議員）

女性も男性も生きやすい
　　　  社会づくりをめざして
女性も男性も生きやすい
　　　  社会づくりをめざして
女性も男性も生きやすい
　　　  社会づくりをめざして
　　連合鳥取は、8月11日（土）中部教育会館で75人（女性22人・男性53人）連合鳥取は、8月11日（土）中部教育会館で75人（女性22人・男性53人）
の参加により「第９回男女平等参画学習会」を開催し、「女性にとってはの参加により「第９回男女平等参画学習会」を開催し、「女性にとっては
もちろん、男性にとっても生きやすい社会をつくるための取り組み」やもちろん、男性にとっても生きやすい社会をつくるための取り組み」や
「男女平等参画社会に向けて労働組合が考えなければならないこと」に「男女平等参画社会に向けて労働組合が考えなければならないこと」に
ついて学習を深めました。ついて学習を深めました。

　連合鳥取は、8月11日（土）中部教育会館で75人（女性22人・男性53人）
の参加により「第９回男女平等参画学習会」を開催し、「女性にとっては
もちろん、男性にとっても生きやすい社会をつくるための取り組み」や
「男女平等参画社会に向けて労働組合が考えなければならないこと」に
ついて学習を深めました。

　

主
催
者
を
代
表
し
て
五
十
嵐
会

長
が
「
連
合
鳥
取
発
足
か
ら
今
日

ま
で
、
男
女
平
等
参
画
社
会
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
る
が
前
進
し

て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
雇
用
労

働
者
中
、
女
性
は　

％
の
割
合
で

約
半
数
を
占
め
て
い
る
。
ま
た
、

非
正
規
労
働
で
働
く
女
性
も
増
え

続
け
て
い
る
が
、
男
女
格
差
が
あ

る
環
境
は
整
備
さ
れ
て
い
な
い
。

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
、

男
女
平
等
参
画
社
会
の
中
で
『
と

も
に
生
活
で
き
る
環
境
づ
く
り
』

が
急
が
れ
る
。
職
場
、
家
庭
、
地

域
の
中
で
実
現
で
き
る
よ
う
、
今

日
の
学
習
会
で
深
め
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
実
践
女
子
大
学
人
間

社
会
学
部
教
授
で
内
閣
府
男
女
共

同
参
画
会
議
議
員
で
も
あ
る
鹿
嶋 

敬
さ
ん
よ
り
、
「
男
女
平
等
参
画

社
会
に
向
け
て
〜
課
題
と
労
働
組
合

と
し
て
果
た
す
べ
き
役
割
〜
」
と

題
し
て
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

「
男
女
平
等
参
画
社
会
」
に
向

け
て
推
進
す
る
に
は
「
男
が
稼
い

で
、
女
性
が
家
庭
を
守
る
」
と
い

う
概
念
を
払
拭
す
る
こ
と
が
キ
ー

ワ
ー
ド
で
あ
る
こ
と
や
、
国
や
連

合
が
示
す
「
第
３
次
男
女
平
等

（
国
は
共
同
）
参
画
基
本
計
画
」

で
め
ざ
す
、
①
固
定
的
性
別
役
割

分
担
意
識
を
な
く
し
た
男
女
平
等

社
会
、
②
男
女
の
人
権
が
尊
重
さ

れ
威
厳
を
持
っ
て
個
人
が
生
き
る

こ
と
が
で
き
る
社
会
、
③
男
女
が

個
性
と
能
力
を
発
揮
す
る
こ
と
に

よ
る
多
様
性
（
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
と
ん
だ
活
力
あ
る
社
会
、
④
男

女
共
同
参
画
に
関
し
て
国
際
的
な

評
価
を
得
ら
れ
る
社
会
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

あ
わ
せ
て
、
男
女
共
同
参
画
の

基
礎
知
識
と
し
て
「
出
産
に
お
け

る
女
子
の
役
割
が
差
別
の
根
拠
と

な
る
べ
き
で
は
な
く
、
子
の
養
育

に
は
男
女
及
び
社
会
全
体
が
と
も

に
責
任
を
負
う
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
社
会
や
家
庭
で
の
男
子
の

伝
統
的
役
割
を
女
子
の
役
割
と

と
も
に
変
更
す
る
こ
と
が
男
女
の

完
全
な
平
等
の
達
成
に
必
要
で

あ
る
」
と
、
女
子
差
別
撤
廃
条
約

（
１
９
８
５
年
批
准
）
に
も
触
れ

な
が
ら
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
、
労
働
組
合
も
男
性

優
位
の
「
男
性
型
労
働
組
合
」
か

ら
の
脱
却
を
考
え
、
男
女
平
等
参

画
の
実
現
に
向
け
、
社
会
的
メ
ッ

セ
ー
ジ
・
ア
ピ
ー
ル
を
発
信
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の

た
め
に
は
、
指
導
的
地
位
の
女
性

を
増
や
す
と
と
も
に
、
男
性
（
特

に
男
性
労
組
役
員
）
の
意
識
改
革

や
、
組
合
活
動
へ
女
性
の
積
極
参

画
を
促
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と

指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
意
見
交
換
を
行
い
、

最
後
に
、
前
田
男
女
平
等
局
長
が

「
連
合
鳥
取
第
２
次
男
女
平
等
推

進
計
画
の
最
終
年
度
の
取
り
組
み

評
価
を
分
析
す
る
と
と
も
に
、
現

在
と
り
ま
と
め
て
い
る
男
女
平
等

参
画
実
態
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、

今
後
の
取
り
組
み
に
活
か
し
て

い
き
た
い
」
と
ま
と
め
ま
し
た
。

◇日立フェライト電子労働組合◇

2011年メーデー大会に参加（中央）

　日立フェライト電子労働組合は、2011年には結成から10周年を迎える事
ができました。
　この間、連合鳥取をはじめ、たくさんの組合関係者のみなさまにご援助
を賜り、おかげ様で私たちの組織の組合員には運動への理解が年々深まっ
てきていると感謝いたしております。
　所属会社の関係で、軸足は日立金属グループ労働組合連合会（HMG）に
あり、様々な活動を行っております。私たちの活動では、様々な労組の組合
員の方と意見交換、レクリエーションを行い交流を深める青年女性交流会
を行っております。また、刻 と々変化する世界経済に大きく影響を受けてい
る海外拠点工場の実情を把握し、労使共有認識をもって経営課題に対応していく事を重要な取り組みと位置づけており、労働
事情調査として海外拠点工場の視察を行っております。
　当労組単体でも工場周辺の清掃ボランティア活動も積極的に取り組んでおり、組合員の方だけではなく、ご家族の方にも参加
して頂いております。景気が良くない中ですが、我々労働組合が労働者の皆さんと共に様々な活動をとおして元気を出していた
だけるように、今後も活動してまいりたいと思います。

鳥取県議会議員伊 藤 　 保 鳥取県議会議員坂野経三郎
　多大なるご支援を賜り、議会に送っていただいてから5回
の定例県議会を経験しました。
 「県民の生命と財産を守る」ことを最大の目標に、10回の
県外視察も経験し、毎議会、本会議の一般質問に立ち、
知事に論戦を挑み、県政発展のために尽力してまいりました。
　また選挙では、若い感覚による議会改革、そして年間約
1100万円の報酬と300万円の政務調査費のあり方を見直
し、先ずは、政務調査費の返納をお約束しました。「約束
したことを守ることは、政治家のみならず人間として常識
である」との信念から、自らの財布から議会活動費を捻出
し、正直申し上げると苦しいながらも政務調査費300万円
は全額返納しました。県政史上初であり、様々なご意見が
ありましたが、「政治家自らが身を切る」選挙公約を実現
でき、安堵しています。また、各議員の各議案に対する賛否
をインターネットで公
開する、という一見
あたりまえの議会改
革も前進しました。
　今後も引き続き
励んでまいりますの
で引き続きのご指導
ご支援、何卒宜しく
お願い申し上げます。

　今日は、民主党鳥取県連の幹事長として県連の活動に
ついて報告します。
　県議団での常任幹事会は随時開催ですが、市町村議員
を交えた拡大幹事会を月一開催し、国政も含めた情報を
共有しています。
　政権与党としての一番の仕事は、何といっても国政に地
方の声を届けることで、昨年一年間で、87団体から439項
目もの要望を政府に届け、民主党政権では、随時、要望の
回答もお返ししています。
　煩雑な事務ですが、すべて県連が窓口で対応していま
す。湯原、川上両国会議員にはそのサポートをお願いし、
交付税や道路整備など大きな成果を上げています。
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